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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でデータベース化するため、600字～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。) 

 機能テストと構造テストの特長を活かしたテスト手法である、プロセッサの命令レベル

自己テスト法の研究を行う。本研究では、命令レベル自己テスト法のためのテストプログ

ラム生成法、テスト容易化設計法を提案し、構造故障に対し高い故障検出効率を保証する。 

 平成18年度は、パイプラインプロセッサに対し、モジュール単体でのテスト生成と命令

列探索を組み合わせて効率のよいテスト生成手法を提案した。パイプラインプロセッサの

動作をパイプライン命令実行グラフで表現し、そのグラフからプロセッサを構成する各モ

ジュールをテストする命令列を生成する手法を提案した。提案法では、パス遅延故障に対

し、モジュール単体テストにおける100％の故障検出効率を達成した。さらに、故障マスク

を回避するためのテスト容易化設計法を提案した。故障マスクとは、モジュール単体テス

トで検出できる故障が、プロセッサ全体に対する故障シミュレーションでは検出できない

現象である。提案法では、テンプレートに基づく命令レベル自己テスト法で生成されたテ

ストプログラムに対し、100％のテンプレートレベル故障検出効率を保証する。ベンチマー

クプロセッサに対する実験では、テスト容易化設計の面積オーバヘッド、時間オーバヘッ

ドがともに小さいことを示した。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を添付

すること。 
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